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理事長
津久井幹雄

❷

理
事
長
ご
挨
拶

　

会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
寄
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
予
定
し
た
諸
事
業

も
概
ね
順
調
に
進
み
、
去
る
６
月
29
日
に
開

催
し
た
令
和
３
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
は

上
程
し
た
全
議
案
を
ご
承
認
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
を
は
じ
め
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
会
員
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１
月
に
国
内
初
感
染
が
確
認

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
拡
大
と

縮
小
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
は
、
感
染
力
の

強
い
変
異
株
が
出
現
す
る
な
ど
、
長
期
に
わ

た
り
、
皆
様
の
生
活
と
医
療
・
経
済
両
面
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

寄
居
町
に
お
い
て
も
、
感
染
防
止
に
向
け

た
公
共
施
設
の
休
館
や
事
業
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
企
業
の
影
響
を
受
け
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
発
注
が
減
少
に
転
じ
る

な
ど
、
会
員
の
就
業
の
場
の
確
保
に
も
憂
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
役
員
・
会

員
一
丸
と
な
っ
て
、
引
き
続
き
地
域
の
要
望

に
応
え
つ
つ
、
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
時

代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
新
た
な
会
員
、
特
に
時
代
の
要

請
で
あ
る
女
性
会
員
の
入
会
促
進
や
新
規
事

業
の
展
開
も
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
の

今
後
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申

し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　寄居町シルバー人材センター会員の就業規約の
一部を改正しました。
　令和 3年 10 月 1 日から、就業中等の事故につ
いては、規定の様式により、速やかな事故報告書
の提出が必要になりました。

令和２年度を振り返る
４月
■植木・草刈班安全教育（24日）
５月
■監査会（21日）
■県連合理事会・県連合会議（26日）
■第１回理事会（27日）書面決議
６月
■北部ブロック事務局長連絡協議会・監査会（8日）
■北部ブロック事務局長連絡協議会総会（9日）
■全国シルバー人材センター事業協会
　会長表彰受賞（25日）
■就業説明会（25日）
■定時総会（29日）出席者を限定して開催
■第２回理事会（29日）
７月
■就業説明会（2日）
■第１回安全・適正就業委員会（16日）
■派遣会員会議（29日）
■第３回理事会（30日）
８月
■埼玉県による立入検査（18日）
９月
■第２回安全・適正就業委員会（17日）
■第４回理事会（25日）
10月
■シルバーだより発行（1日）
■安全・適正就業委員会現場巡視（7日・15日）
■植木・草刈班安全教育（8日）
11月
■安全就業推進大会参加（17日）
■第３回安全・適正就業委員会（20日）
■シルバーカレンダー作成（20日）
■第５回理事会（25日）
■交通安全講習会（26日）出席者を限定して開催
12月
■安全・適正就業だより創刊（15日）
■県連合事務局長会議（16日） 
１月
■第６回理事会（27日）
２月
■県連合代表理事研修（17日）
■県連合事務局長会議（24日）
３月
■植木剪定作業体験教室（４日）
■派遣会員会議（４日）
■県連合理事会（16日）
■第７回理事会（24日）

事故報告書の提出が必要
規約の一部を改正



❼

八木　　弘
（桜沢１班）

関根　久雄
（折原２班）

吉木久美子
（男衾２班）

小西　英男
（市街地１班）

　

平
成
21
年
に
会
員
に
な
り
、
町
役
場

水
道
課
の
開
閉
栓
業
務
に
就
き
、
申
請

の
あ
っ
た
水
道
の
開
け
閉
め
ほ
か
漏
水

の
点
検
等
の
仕
事
で
し
た
。

　

寄
居
町
全
域
が
対
象
で
し
た
の
で
最

　

草
刈
班
の
関
根
久
雄
で
す
。
私
が
何

故
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

た
の
か
。
そ
れ
は
、
セ
ン
タ
ー
開
催
の

植
木
剪
定
講
習
会
の
時
で
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
所
長
が
高
校
の
同
級
生
、

ま
た
、
先
輩
が
入
会
し
て
い
た
の
が
キ

ッ
カ
ケ
で
し
た
。

　

男
衾
駅
の
清
掃
を
始
め
て
２
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
仕
事
初
日
は
酷
暑
で
、
気
温

は
38
度
。風
も
な
く
、「
も
う
ダ
メ
か
も
？
」

と
体
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
暑
い
寒
い
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
が
、
気
が
付
く
と
「
体
を
動
か

す
こ
と
に
楽
し
み
」
を
感
じ
な
が
ら
、
一

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話

に
な
っ
て
早
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
80
歳
に
近
づ

く
最
近
で
は
、
仕
事
量
も
少
な
く
し
て

い
た
だ
き
暇
も
で
き
た
の
で
、
庭
に
い

初
の
う
ち
は
申
請
の
あ
っ
た
家
、
量
水

器
を
探
す
の
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
々
の
ご
指
導
の
お
蔭
で
10
年

間
無
事
に
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

10
年
を
節
目
に
仕
事
か
ら
身
を
引
き
、

今
は
フ
レ
イ
ル
予
防
、
健
康
維
持
の
た

め
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
汗
を
流
し
、

公
民
館
活
動
の
水
彩
画
教
室
で
絵
を
描

い
た
り
、
家
庭
菜
園
で
新
鮮
野
菜
を
作

っ
た
り
し
て
過
ご
す
毎
日
で
す
。

10
年
間
健
康
で
働
け
た
の
も
多
く
の

人
と
の
出
会
い
そ
し
て
皆
さ
ん
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」

　

私
が
担
当
し
て
い
る
の
は
大
口
の
町

有
地
、
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

５
名
で
作
業
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
素
晴
ら
し
い
メ
ン
バ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。
草
刈
技
術
の
上
手
さ
は
最

高
級
の
「
Ｍ
さ
ん
」。
草
刈
は
も
ち
ろ
ん
、

植
木
剪
定
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を

こ
な
す
「
Ｓ
さ
ん
」。
ま
た
、
現
場
の
雰

囲
気
を
い
つ
も
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
「
Ｆ

さ
ん
」。
Ｈ
技
研
を
定
年
退
職
の
「
Ｉ
さ

ん
」
は
、
刈
払
機
の
エ
ン
ジ
ン
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
他
の
機
械
類
ま
で
、
そ
の

場
で
修
理
し
て
し
ま
う
人
で
す
。
私
と

こ
の
４
名
で
日
夜
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

「
わ
が
班
最
高
」
で
す
。

つ
一
つ
丁
寧
に
仕
事
を
し
て
い
る
自
分
が

い
ま
し
た
。

　

通
勤
・
通
学
の
皆
さ
ん
に
、「
お
早
う

ご
ざ
い
ま
す
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

声
を
か
け
る
と
、
大
き
な
声
で
「
行
っ
て

き
ま
す
」
と
笑
顔
が
返
っ
て
き
ま
す
。
う

れ
し
い
で
す
ね
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
、
皆
さ
ん
一
同

に
神
経
質
に
な
り
、
歩
く
姿
も
「
う
つ
む

き
加
減
」
に
感
じ
ま
す
が
、
私
の
さ
さ
や

か
な
仕
事
も
、
さ
さ
や
か
な
声
か
け
も
、

と
て
も
大
切
だ
と
思
う
毎
日
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
気
を
抜
く
こ
と
な
く
、

明
る
く
元
気
に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ろ
い
ろ
な
草
木
を
植
え
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

た
だ
、
性
格
的
に
色
気
よ
り
食
い
気

の
方
が
強
い
の
で
、
植
え
る
「
草
」
は

野
菜
ば
か
り
、「
木
」
の
ほ
う
は
、
食
べ

ら
れ
る
実
の
な
る
木
に
限
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
キ
ュ

ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
が

で
き
ま
し
た
。

　

い
ま
は
イ
チ
ジ
ク
の
収
穫
期
で
、
柿

の
実
や
栗
の
イ
ガ
も
大
き
く
な
り
つ
つ

あ
り
、
趣
味
と
実
用
と
健
康
法
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

わ
が
班
は
最
高

体
を
動
か
す
こ
と
に
楽
し
み

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
と
私
の
一
日



❻

久保　好且
（鉢形2班）

轟　   幸 子
（男衾６班）

山崎ひろ子
（西部１班）

　

平
成
18
年
の
シ
ル
バ
ー
入
会
以
来
15

年
、
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
で
82
歳
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
、「
若
い
ね
〜
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
秘
訣
は
日
々
を
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
。
苦
虫
を
つ
ぶ
し
て
い
て
も
良
い

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
し
ば
ら
く
た
つ
と
「
中
央
公
民
館
の

清
掃
の
仕
事
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
き
、
平
成
27
年

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
輩
か
ら
、
洗
面
台
は
、
ス
テ
ン
レ

　

昨
年
12
月
ま
で
は
、
深
谷
市
内
の
物

流
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
人
が

多
い
中
で
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
運
転
す

る
仕
事
で
し
た
の
で
、
安
全
に
は
大
変

に
気
を
使
い
ま
し
た
。

　

定
年
を
迎
え
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
仕
事

を
探
し
ま
し
た
が
、
希
望
す
る
仕
事
が

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

　

仕
事
は
「
安
全
第
一
」。
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
。
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
も
ち

ろ
ん
、
昔
か
ら
の
癖
で
指
さ
し
確
認
も

怠
り
ま
せ
ん
。

　

大
事
な
の
は
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

と
い
う
自
覚
と
気
構
え
。
そ
し
て
「
お

世
話
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
感
謝
の
気

持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。　

　

私
は
、
絵
が
好
き
な
の
で
水
彩
画
に

興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
三
味
線
も
風

流
で
い
い
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
の
部
分
と
ホ
ー
ロ
ー
の
部
分
の
間
を
、

歯
ブ
ラ
シ
で
こ
す
る
と
雑
菌
が
取
れ
て

綺
麗
に
な
る
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

時
は
、
無
理
の
無
い
よ
う
仕
事
日
を
代

わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
協
力
的
な
仕
事
仲
間
の
お
か

げ
で
、「
最
近
の
中
央
公
民
館
は
綺
麗
に

な
っ
た
」
と
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
褒

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
末
ま
で
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う

休
館
中
で
す
が
、
開
館
し
た
ら
直
ぐ
に

気
持
ち
よ
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

皆
で
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

見
つ
か
ら
ず
、
今
年
の
４
月
に
シ
ル
バ

ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
で
は
、
個
人
や
会
社
の
草

取
り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

暑
い
日
の
草
取
り
は
大
変
で
す
が
、

依
頼
者
か
ら
「
丁
寧
に
草
取
り
を
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
綺
麗
に
な
っ
て

気
持
ち
い
い
で
す
。
次
回
も
お
願
い
し

ま
す
。」
な
ど
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
る
と
、
自
分
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す

ね
。
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、

夫
と
一
緒
に
北
陸
や
九
州
の
温
泉
を
巡

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

82
歳
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
る

私
の
仕
事

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
り
た
い

　9月30日現在、寄居町シルバー人材

センターの会員は362名。いろいろな

業種でお元気に活躍しています。

　そんな皆さんの仕事や趣味、楽し

みなどについて紹介します。



❸

　

６
月
29
日
に
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

で
、
「
令
和
３
年
度
定
時
総
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と

な
っ
た
た
め
代
表
者
と
委
任
状
に
よ
る
、

限
定
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

当
日
は
委
任
状
を
含
め
３
０
８
名
の
皆
さ

ん
が
出
席
。
上
程
し
た
５
議
案
す
べ
て
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
１　

監
査
報
告

報
告
事
項
２　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

報
告
事
項
３　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

報
告
事
項
４　

令
和
３
年
度
収
支
予
算
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

第
１
号
議
案　

令
和
２
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

定
時
総
会
の
席
上
、
セ
ン
タ
ー
表
彰
規

程
に
基
づ
き
、
18
名
の
皆
さ
ん
に
永
年
勤

続
表
彰
（
勤
続
10
年
）
が
贈
呈
さ
れ
、
会

場
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

福島　博子（男衾３班）　

田嶋　幸雄（市街地１班）

嶋田日出夫（男衾５班）

野口　正夫（男衾５班）

井口　　武（用土２班）

清水　益江（市街地１班）

大阿久嘉子（男衾３班）

新井とき子（男衾６班）

物部　茂則（折原２班）

村田　和夫（男衾４班）

大久保豊正（男衾３班）

橋本　理平（男衾３班）

石井　慶太（西部２班）

新井　　紘（桜沢２班）

小松原重雄（男衾５班）

中川　正男（男衾１班）

福島　初枝（用土２班）

滝本　　弘（鉢形３班）

　

公
益
法
人
は
、
株
式
会
社
な
ど
の

営
利
を
目
的
と
す
る
法
人
と
は
異
な

り
、
公
益
に
関
す
る
事
業
を
行
う
た

め
に
、
民
法
第
34
条
の
規
定
に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
る
法
人
で
、
国
内
の

総
数
は
２
万
６
千
を
超
え
ま
す
。

　

公
益
法
人
に
は
、
日
本
医
師
会
や

日
本
気
象
学
会
な
ど
の
社
団
法
人

と
、
日
本
相
撲
協
会
や
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
な
ど
の
財
団
法
人
の
、
２

つ
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

寄
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
「
一
定
の
目
的
を
も
つ
人
々
が

集
ま
っ
た
社
団
法
人
」
で
、
平
成
24

年
に
埼
玉
県
知
事
の
認
可
を
受
け
、

公
益
法
人
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
公
益
」
の
文
字
通
り
、
株
式
会

社
の
よ
う
に
株
主
や
従
業
員
に
利
益

を
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
非

営
利
団
体
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　

得
た
利
益
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
「
高
齢
者
の

福
祉
増
進
」
に
つ
な
が
る
事
業
の
活

動
や
継
続
な
ど
に
の
み
使
用
し
て
い

ま
す
。

定
時
総
会
を
開
催

永
年
勤
続
表
彰

報
告
事
項

議
　
事

永年勤続表彰の皆さん （敬称略・会員番号順）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

公
益
社
団
法
人
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男性 女性
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男性

82

116

45

2419

2 4
17

57 58 60 60 65 75

33

女性
60～64歳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上

男性 女性

60～69歳
5,094

100歳以上
15

80～89歳
2,592

90～99歳
681

70～79歳
5,094

60歳以上
41％

50～59歳
14％

40～49歳
13％

30～39歳
9％

20～29歳
9％

10～19歳
8％

0～9歳
6％

200,000,000

190,000,000

180,000,000

170,000,000

160,000,000
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

196,891,162

192,111,253
189,349,043

166,464,501

182,570,989

60～69歳
5,094

100歳以上
15

80～89歳
2,592

90～99歳
681

70～79歳
5,094

60歳以上
41％

50～59歳
14％

40～49歳
13％

30～39歳
9％

20～29歳
9％

10～19歳
8％

0～9歳
6％

シ
ル
バ
ー
と

町
の

統
計

グラフで見る

年　度 男性 女性 計
平成 28 年度 249 57 306
平成 29 年度 249 58 307
平成 30 年度 261 60 321
令 和 1 年 度 251 60 311
令 和 2 年 度 259 65 324
令 和 3 年 度 287 75 362

シルバー会員数の年度別推移（単位：人）

シルバー会員の男女別年齢構成（単位：人）

寄居町の男女別年齢構成（単位：人）

（人口は令和 3年 9月１日現在）

（会員数は各年度末。令和 3年度は 9月 1日現在）

（令和 3年 9月 1日現在）

年　齢 男性 女性 計
60 ～ 64 歳 20 2 22
65 ～ 69 歳 82 17 99
70 ～ 74 歳 116 33 149
75 ～ 79 歳 45 19 64
80 歳 以 上 24 4 28
合　計 287 75 362

年　齢 男性 女性 計
0 ～ 9 歳 976 963 1,939 
10 ～ 19歳 1,323 1,246 2,569 
20 ～ 29歳 1,594 1,392 2,986 
30 ～ 39歳 1,679 1,412 3,091 
40 ～ 49歳 2,165 1,954 4,119 
50 ～ 59歳 2,240 2,155 4,395 
60 歳以上 6,245 7,231 13,476 
合　計 16,222 16,353 32,575 

年度 契約金額 ( 円 )
契約金額の内訳 ( 円 )

公　共 企業等 個　人

平成28年度 196,891,162 53,931,738 114,315,718 28,643,706

平成29年度 192,111,253 56,713,812 107,426,620 27,970,821

平成30年度 189,349,043 60,217,011 100,236,706 28,895,326

令和 1 年度 182,570,989 60,919,750 93,272,038 28,379,201

令和 2 年度 166,464,501 45,423,412 87,179,843 33,861,246

過去5年間の契約額の推移

60歳以上
内訳
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　高齢者と言えば白髪のイメージから
「シルバー」が使われていると思われ
がちですが、全く関係ありません。
　では、なぜ高齢者のことを「シル
バー」と呼ぶようになったのでしょ
うか。
　それは、まだＪＲが国鉄だった時
代に遡ります。国鉄は当時、低運賃
や快適なサービスを提供する私鉄に
流れてしまった乗客を取り戻そうと
新たな施策を模索していました。そ
こで、昭和48年に、高齢者などへの
サービスとして、山手線、京浜東北
線、中央線で優先席を設けることに
しました。
　しかし、当時の国鉄は、「国鉄赤
字８千億円」とも言われ、財政難が
課題となっていました。そのため、
優先席用に新たな生地を用意する余
裕もなく、せめて普通席と区別しや
すいように、優先席の色を違う色に
しようと考えました。
　その結果、偶然にも国鉄の工場に
在庫として余っていた新幹線の座席
カバーを使用することになったそう
です。
　この座席カバーの色がシルバー
だったことが由来となり、その後、
高齢者などが座る優先席のことを
「シルバーシート」と呼ぶようにな
りました。
　その後、「シルバー＝高齢者」と
いうイメージが定着し、今に至って
いるそうです。

子どもたちの元気な声と
                  笑顔に会えるのが楽しみ
　町内の小中学校９校に学校用務員として派遣業務に

従事している会員は18名。児童・生徒の教育環境が安

全で快適に保たれるよう、毎日頑張っています。

　黛行雄さん（西部1班）は、「４月から男衾中学校

に勤務し、半年が過ぎました。除草や掃除、什器の点

検から修理までいろいろな仕事をしています。お蔭

で、会社勤めの時より体力がつき、ゴルフのスコアも

大幅（？）にアッ

プしました。子ど

もたちの元気な声

と笑顔に会えるの

も楽しみです。こ

れからも元気に働

きたいと思いま

す。」と笑顔で話

してくれました。

親切な対応を心掛け
                  楽しく仕事をしています
　セキチュー花園インター店に勤務する会員は４名。

半日ずつ二日働き二日休む勤務シフトです。

　古木美津男さん（男衾１班）は「私の仕事は、冬場

は灯油販売、春秋は、野菜類への水やりが中心で、合

間を見て買い物用カートの整理をしています。店のユ

ニフォームを着ているので色々聞かれますが、親切な

対応を心がけ、時間をみつけては店内を回り勉強を続

けています。間もなく４年なりますが、親しく声をか

けてくれるお客さ

んも増えました。

接客が好きなので

毎日楽しく仕事を

しています。元気

で長く続けたいと

思います。」と笑

顔でした。

派遣業務で頑張っている会員の
職場を訪ねてみました

職   場   訪   問

　コロナワクチンの接種が進んでいま
すが、密の回避とマスクの着用、手指
の消毒は、重要な感染対策です。自分
もとより、ご家族や友人、周囲の皆さ
んのため、より一層の感染
予防を実践しましょう。

高
齢
者
を
シ
ル
バ
ー
と
呼
ぶ
の
は
な
ぜ
？

引き続きコロナ感染予防に
ご協力ください

新
幹
線
の
座
席
カ
バ
ー
が
由
来
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
で
構
成
さ
れ
、
地
域

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
公

益
社
団
法
人
で
す
。

　

寄
居
町
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
元
気
な

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
働
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
、
第
一
、
第
三
金

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
入
会
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
方
で
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
是
非
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

　会員の皆さんに支払われる配分金は、所得税法上では

「雑所得」として取り扱われ、確定申告が必要になりま

す。ただし、公的年金等の収入が400万円以下で、かつ、

公的年金等以外の所得金額が20万円以下の人は、所得税の

確定申告をする必要はありません。

※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の

申告が必要な場合があります。なお、所得税の還付を受け

る場合や確定申告書の提出が要件となっている控除の適用

を受ける場合には、確定申告書の提出が必要となります。

※詳しくは熊谷税務署にお問い合わせください。

計算例

　1. 会員の年齢　　　　　　　　　　　　70歳

　2. シルバーからの配分金収入　　　　95万円

　3. 公的年金収入　　　　　　　　　  130万円

　4. 計算方法

　①配分金収入に対する所得金額

　　収入　95万円－55万円（雑所得控除額）=40万円

　②公的年金収入に対する所得金額

　　収入　130万円－120万円（公的年金控除額）=10万円

　（年金額が330万円以上の場合は控除額が変わります。）

　③所得金額の合計

　　40万円+10万円=50万円

　④課税所得額

　　50万円－48万円（基礎控除額）=2万円

　この例では課税所得は2万円で、この金額に税率を乗じ

た額が所得税として算定されます。なお、65歳以下の会員

は公的年金控除の計算方法が異なります。また、センター

からの配分金以外の所得がある場合も控除額の計算方法が

異なりますので注意してください。

配分金収入は雑所得 確定申告が必要

④ 就 業

②発注

⑤支払い

①会員登録

③仕事の提供

⑥配分金支払

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
　
　
員

発
　
注
　
者

　センターでは、会員の皆さんが安心して就

業できるよう団体傷害保険と総合賠償責任保

険に加入しています。

　団体傷害保険は、会員がセンターの提供し

た仕事に従事しているときに、事故等により

障害等を被った場合、一定の補償を行うもの

です。保険金の種類ごとにそれぞれ保険金額

が定められています。

　総合賠償責任保険は、会員が各種の仕事を

遂行中に、他人の身体・財物に損害を与えた

場合、それを担保する保険です。

　事故が起きた時の対応として、負傷等を負

った場合は、救急搬送の要請あるいは医療機

関での受診など、負傷者の安全確保を最優先

にしてください。

　その後、速やかに、事故の状況、ケガの状

態をセンターに連絡・報告をしてください。

　肝心なのは事故を起こさないことです。細

心の注意をお願いします。

団体傷害保険と
　　総合賠償責任保険

表紙の写真は、鉢形城三の曲輪に復元された「四脚門」。復元のイメージは、「洛中洛外図屏風に
描かれている細川管領邸」の板屋根の意匠を採用。( 寄居町ホームページから )


